
競 技 注 意 事 項 

 

 

１ 本大会は、２０１８年度日本陸上競技連盟競技規則および本大会要項によって行い、

スタート方法や走高跳などは、友の会ルールを採用する。 

 

２ ナンバーカード（ビブス）について 

プログラム記載のナンバーカード（本大会登録ナンバー）をユニホームの胸と背に確

実につけること。 

なお、トラック競技者には、招集時にレーンナンバーによる「腰ナンバーカード」を

貸与する。ランニングパンツの右横やや後方に、数字が明確に読めるようにつけること。 

 

３ 招集について 

（１） 招集場所は、１００ｍスタート側（器具庫付近）に設ける。 

（２） 招集は必ず本人が行い、代理人による招集は認めない。また、時間に遅れたものは

棄権とみなして出場を認めない。ただし、同時刻に他種目に出場する場合は、その旨

をあらかじめ競技者係（招集所）に申し出ること。 

（３） 招集開始時刻および招集完了時刻は、当該競技開始時刻を基準とし、以下の通りと

する。 

 招集開始時刻 招集完了時刻 

トラック競技 １時間前 20 分前 

フィールド競技 １時間前 30 分前 

（４） リレーオーダー用紙は、招集完了時間の１時間前までに招集所へ提出すること。 

（５） リレーの招集は、リレーメンバー４人で招集を受けること。代理の招集は受け付け

ない。共通走高跳と４年ジャベリックボール投げに出場する選手でリレーに出場する

場合は、リレーも出場する旨を伝え事前にリレー招集を済ませておくこと。 

（６） 混合リレーのオーダーは、１・２走者は女子、３・４走者は男子とする。 

 

４ 競技について 

（１） スターターのコールは、日本語で行い、スタートの不正行為については友の会ルー

ルを採用する。（各自２回目で失格となる。） 

スタートの方法は、クラウチングスタートもしくはスタンディングスタートとする。 

（２） トラック競技とフィールド競技を兼ねている場合は、トラック競技を優先する。こ

の場合は、必ずフィールドの審判員に申し出て許可を得ること。 

（３） フィールド競技の競技開始前の練習は、審判員の指示によって行う。ジャベリック

ボール投は競技開始３０分前より、審判の指示で練習を行う。それ以外には、勝手に

練習を行わない。また、ジャベボールは本主催者が準備したものを使用する。ヴォー

テックスボールの使用については、団体受付で許可を得たもののみ使用できる。 
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（４） 走幅跳とジャベリックボール投については、３回の試技とする。 

（５） ８０ｍＨの規定 

スタートから第１ハードル  高 さ   インターバル  台数      最終ハードルからフィニッシュ 

   １３ｍ    70.0 ㎝   ７ｍ    ９台      １１ｍ 

（６） 本大会において、愛知県小学生リレー大会（６月２４日）および県小学生選手権大

会（１０月２７日）の参加記録を突破した者は、大会への参加資格を得られる。参

加を希望する場合は、愛知陸協のホームページを参照し、参加申し込みをすること。 

 

５ 競技用靴について 

スパイクピンの長さは９㎜以内とする。ただし、走高跳 12 ㎜以内とし、スパイクピン

の先端近くで少なくとも長さの半分は、４㎜四方以内でなければならない。なお、スパ

イクピンの数は 11 本以内とする。裸足での競技は禁止する。 

 

６ 競技場の使用について 

（１） 応援はスタンドで行うこと。必要のない場合は、スタンドエリアから降りて競技エ

リアに入ったり通過したりしないこと。また、本部席前を通過しないこと。 

（２） 清掃・ごみ処理は、各団体・各自で責任をもって行い、環境美化に努めること。 

 

７ その他 

（１） プログラム記載の氏名や所属等に訂正があれば、受付後、競技者係（招集所）に申

し出る。 

（２） ４００ｍまでのレーン使用の競技では、他の競技者の安全確保のため、フィニッシ

ュした後も自分に割り当てられたレーン（曲走路）を走り、減速して止まる。 

（３） 貴重品は各自で保管する。万一の事故があっても責任は負わない。 

（４） 応急処置を必要とする事故が生じたときは、医務室（メインスタンド内・審判控え

室横付近）において処置を行う。なお、応急処置後の治療は、本人負担とする。 

 

◆選手の人権保護の観点から、写真・ビデオ撮影について、以下の点にご協力ください◆ 

・保護者および本人の了解がない撮影を禁止します。 

・写真・ビデオ等での撮影は、個人情報保護条例に基づき学校関係者および選手の家族

を除き、必ず本部で撮影許可申請を行ってください。協議・確認の上、許可証（有料）

を渡します。 

・他者に著しく迷惑をかける行為として主催者が判断した場合は、直ちに警察および関

係機関に連絡します。 


